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論文内容の要旨

分配政策についての経済分析は，これまでとかく軽視されがちであった。すぐれて価値判断の問題

だからである。しかし，高福祉・高負担の今日の先進諸国においては，福祉政策の経済学的分析の必

要性は著しく高まっている。そのような問題意識をもって，この論文では，福祉政策のあり方に関す

る基礎的諸問題についてひとつの体系的研究を試みた。各章の論旨は以下の通りである。

第 1 章では，現代資本主義経済の構造的特徴との関連において，今日の高率の公的所得再分配の内

容および原因を明らかにしたO その議論の過程で，現代資本主義下の所得分配の基本的性格にも言及

した。

第 2 章では，公的再分配の背後の動因を究明することを試みた。はじめに貢献原則，必要原則など

諸分配原則の説明力を検討し，次いで，公的再分配を垂直的，水平的わよぴ過剰の 3 つのタイプに区

別し，それぞれの動因を個別的に分析した。

第 3 章では，福祉政策の守備範囲についてひとつの考え方を提示したO それを比較的狭く限定し，

その意味での「福祉政策」と所得再分配政策など他の類似概念との関係を説明したO

第 4 章では， 「福祉政策」の目標を個人生活の安全保障と，所得格差の是正とに分けて説明した。

安全保障については最低生活と従前生活を区別し，後者を保障する制度の特徴を明らかにした。格差

是正については，そのポイントがどこにあるかを論じた。

第 5 章では， 「福祉政策」の成果基準の問題をとりあげた。 í平等J ， í効率J，および「自由」の 3

つの価値基準について，その相互関係を検討するとともに，不平等のとらえ方に関して留意すべき点

を指摘した。
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第 6 章では， 「福祉政策」の手段をその目標別に説明した。政策手段のひとつの分類を試みるとと

もに，各手段の性格を明らかにすることがこの章の主な狙いである。

第 7 章では，利益原則対能力原則という観点から，財源政策を論じた。 í福祉政策」の財源調達を

財政の一環として位置づけ，両原則の組合せ方についてひとつの考え方を述べた。

第 8 章では，公費負担方式対社会保険方式という観点から，同じく財源調達問題をとりあげた。両

方式の違いを明らかにするとともに 社会保険方式下の公費負担応能負担のあり方を論じた。

第 9 章では， 「福祉政策」の給付について現金給付と現物給付を区別し，両者の優劣を比較検討し

たうえで，それぞれに長短があるという観点、から，混合方式のあり方を論じた。

第10章では，自治権と水平的公平とのトレード・オフ関係と，所得再分配の公共財的性格とに着目

しながら， 「福祉政策」における国と地方公共団体との機能分担のあり方を論じた。地方団体の自主

的施策に関する実際上の諸問題についても検討をくわえた。

第11章では，いわゆる「新しいインフレーション」と「福祉政策」との関連を明らかにするととも

に，企業からの福祉財源の調達が一種の「調整インフレ」政策の性格をもつことを指摘した。

第12~14章では， 「福祉政策」の各論として公的年金と医療保障をとりあげた。 12章では，公的年

金の根拠，費用負担，ディス・インセンティヴ効果などについて，基本的な考え方を述べた。

第13章では，医療保障の根拠を明らかにしたうえで，それの課題，方式，供給体制について論じた。

そして，第14章では，とくに社会保険方式の医療保障をとりあげ，その財源構成および自己負担のあ

り方を考えるとともに，いわゆる「財政調整」についてひとつの原則を提示した。

第15章では， 「福祉政策」のマイナスの副作用を「効率」と「自由」とについて分析した。そして

最後の第16章では，それまでの議論を踏まえながら， 「福祉政策」の現状分析を行なうとともに，今

後のあり方を論じた。

参考論文の要旨

この論文では，現代財政の多面的な分配効果について，ひとつの体系的研究を試みた。第 1 部では，

現代財政の 4 つの機能，すなわち，公共目的への資源配分，所得再分配，経済安定，最適成長の達成

のそれぞれについて，その分配効果を検討した。所得再分配以外の諸機能については，その副作用と

しての分配効果を問題にした。

第 2 部では，地方財政の分配効果，費用・便益分析における分配効果の取扱い方，負の所得税の仕

組ι特徴，財政の再分配効果の実際など 財政の分配効果をめぐる個別的諸問題をとりあげて分析し

た。

なお，博士論文はこの参考論文の第 3 章をより詳しく展開したものである。

論文の審査結果の要旨

本論文は福祉政策(所得再分配政策)の理論の体系化を意図したものであり 福祉政策の基本的諸
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問題をこれだけ包括的 体系的に検討した業績はわが国に類例を見ない。また福祉政策の財源調達に

ついて深く堀り下げた省察が行なわれている。したがって本論文は経済学博士の学位に十分価するも

のと判定する。
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